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藏園の雅會
　
高樓大廈が櫛比し、日々變貌を遂げる北京にあって、舊城內の西
北部、
西シースー
四
頭条から八条のあたりは今もなお往事の四合院が比較的
數多く殘された、いくらか閑靜な地區である。そのちょうど中ほどにあたる五条の胡同に、かつて傅增湘が「藏園」と名付けて住んだ邸宅が った。當時の地名は
石シイラアオニヤン
老娘
胡同七號、現在の地番でいうと
西城區
西シースーベイ
四北
五条七號である。邸宅は東西に區切られ、西側が住居
部分で、東側半分に筑山や池 ある瀟洒な庭園があった。　
傅增湘がこの邸宅に移り住んだのは、民國八年
（一九一九年）
、四
十八歲の時のことであった。久しく親交を重ねた許寶蘅 書き殘した『日記』の己未
（民國八年）
八月十三日
（陽曆十月六日）
の条に
「沅叔の約に赴く。沅叔の石老娘胡同の屋は今年新たに購ひしなり。 」とあり、續いて「中は住室爲り、東に小園有り、构造頗る精
なり。老楓一株、雜樹蔭翳す。長廊映帶し、池水は澄泓たり。後に小阜有 、上に 閣を置く。當時宅を造りし者 必ずや俗手には非らじ。 」と、當時の藏園の佇まいを記す。 「藏園」についての最も早い時期の記述であ
る（１）
。
［圖Ⅰ］
　
これ以後、一九四九年十月に七十八歲の生涯を終えるまでの三十
年間、傅增湘はこの邸宅から移り住むことな 、この中の書斎にあって古籍の校勘や版本の硏究などに孜孜として励み、後世に多大の學術成果を殘すことになる。傅增湘は生涯に數多くの別號や齋號を持ったが、 「藏園」はその か 一つというに留まらず、自他ともに認める傅增湘その人自身を指す雅號と った。　
傅增湘は、ここ「藏園」に四季折々に友人を招いてはさまざまな
雅會を開いた。 『藏園居士七十自述』のなかには「余城西に宅を買ふ。
小わず
かに園林有り。夙に交游を好み、常に雅集に招く。芲晨月夕、
蓺を講じ文を論ず。竹林の逸士とは、燭を刻し題吟し、桑梓の故人とは、杯を引き情話す。 」と見え
る（２）
。この文章で傅增湘の念頭に
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四あったのは、この後に續く文章から判斷すると、ともに淸朝の翰林院に出仕した「同館」をメンバーとした雅會「蓬山話舊」のことであっ
た（３）
。しかし、そうした雅會はこの同館たちの集まりだけに限ら
なかった。たとえば、 『藏園唱和集』と名づけ れた抄本が残されている。そこには、 「辛未」
（一九三一年）
の年から「甲申」
（一九四
四年）
の年に至る二十九人の參會者の手書きの詩稿が收められてい
る（４）
。この抄本はたまたま今日に殘されたものであるが、こうした資
料からも往時の藏園で折に觸れて開かれていた雅會の樣子を窺うことができ 。　
この種の雅會という風雅な活動からは、
傅增湘の主要な古文獻學
の領域の著作
『藏園群書題記』 『藏園群書經眼錄』
『藏園補訂郘亭知
見傳本書目』などからでは窺うことの出來ない、いわば生身の傅增湘の姿が浮かび上がってくるように思われ いやむしろ、こうした活動を通して傅增湘を理解す こと よって、傅增湘の本業とされる本格的な古文獻學の仕事を支えた精神がどう うところ あったのかをはじめて知ることが出來るといって よいだろ　
本稿では、そうした視點からの傅增湘硏究の一環として、彼が藏
園において主宰した「雅言社」の活動について、その雜誌『雅言』を調査して知り得たところを記しておきたい。
『雅言』の創刋
［圖Ⅰ］藏園平面圖（『文物參考資料』一九五七年第六期）
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石老娘胡同の邸宅「藏園」での活動の一つに、 『雅言』という傳
統詩歌
（舊詩）
を主とした雜誌を刋行することがあった。雜誌の刋
行元は「雅言社」といい、社の所在地は傅增湘の邸宅の藏園であった。傅增湘が「社長 なり 一九四〇年一月から一九四四年の夏まで刋行された。當初は月刋であったが、途中に合併
號
をはさみ、
最後には季刋となり、足かけ五年の間に都合三十九册を出して終わった（５）
。五四運動以來、新詩
（白話詩）
が一世を風靡し始めた時代にあっ
て、それに背を向けるようにして傅增湘がこうし 舊詩を主とする雜誌を刋行しようとしたのは、どうした意圖に出るものであったのか。　『雅言』は同人誌的な性格のものであったことから、出版部數はわずか四百部と少な
く（６）
、そこで現在これを所藏する圖書館は極めて
稀であり、し も全卷すべてをそろえて所藏しているところはな
い（７）
。
また、この雜誌の發刋 運營の主體である雅言社の主宰 傅增湘であったものの、創刋號から最終卷に至るまで、 「編輯主任」として王會厂
（嘉亨）
の名が揭げられており、そのことがあって、圖書館
の目錄類には王會厂 名はあっても、傅增湘の名が出てくることがない。これに加わるに、この雜誌が日本軍占領下 北京
（北平）
で
の發行であったために、當時 いわゆる 中の不幸な歷史の影を負う部分があり、關係者 おいても、これまであえて言乁され ことがないという事情もあるようである。 れらが 傅增湘を語る文章は決して少なくないに かかわらず これま その存在に言乁され
たことがない理由ではないかと推察され
る（８）
。
　
そこで、まず『雅言』の槪略を說明することから始める。
　『雅言』の第一卷第一號は、庚辰の年、一九四〇年
（民國二十九
年）
一月
（𦾔曆）
に創刋された。鉛印の線裝本で、表紙の題箋とし
て揭げられた「雅言」の隷書の文字は、後漢末の張迁碑から集字されたものが使われた。各卷 卷頭には次に示すような「敍例」という文章が揭げられ、發刋の趣旨と抱負が宣言されている。署名はないが、當然「社長」である傅增湘の文であろう。
［圖Ⅱ］
永歌言志、肇自虞書、緝頌剬詩、昉乎公旦。歲歷緜曖、條流遂紛、斧藻群言 厥惟蕭選。古詩之賦 全取其名、衆制之中 兼麭各體。凢事出沉思、義歸翰藻、皆與篇什雜而集之 後世總集濫觴于此。間氣英靈八種 選自唐賢 羣公衆芳諸編、行于宋代。河間四庫、嗤爲標榜之先驅、邗上題襟、謂補歬人之墜典。臧否雖殊、別裁則一。今之雜誌、具體而微矣。乃者歲當龍尾、家握蛇珠、性靈多陶冶之資、聲 叶應求之雅。草堂雲壑、與世相忘、吟社月泉 其人宛在。加以西崑南嶽 竝著倡酬、北地南溟、爭圖主客。元音所萃 正軌斯存 不有縹囊 曷羅緗帙。爰成小牘冀蔚鉅觀。甄采限于時流、蒐討乁乎故事。遺漏可錄 類沅湘耆獻之徵。名下非虛、傳湖海詩文之作。
　
ここでは、まず歷代の詩歌の編纂事業を槪括する。すなわち『詩
六經』編纂のことから說き起こし、昭明『文選』を總集の祖としてこれを高く評價し、以來、唐宋の詩文集のこと、紀昀の『四庫全書』や曾燠の『邗上題襟集選』のことなどを引き、評價は異なるも のいずれもそれぞれの文學觀に基づいて取舍選別していること 述べる。これに對し當今の刋行物は形ばかりはよく整っているが卑俗に墮しているという認識を示す。その中で ひ つの模範とでき のが、淸末に上海で始めら た書畫金石 結社「海上題襟館」でありそこにおける詩歌酬唱の活動は宋末の遺民吳渭の組織した 社「月泉吟社」を彷彿させるものであったという れらは、宋初の西崑（ 『西崑酬唱集』 ）
や南宋の南嶽
（ 『南嶽唱酬集』 ）
を含め、詩詞の唱和應
酬を盛んに行った結社であった。こ 詩詞唱和の傳統を繼承し發展
させ、その作品を記錄して後世に殘すために、今ここに、志を同じくする者が寄り集まって、 『雅言』を立ち上げ、今後の發展を期すというのである。　
そこで『雅言』に寀錄する作品は、同人たちが作る詩詞を主とし、
これに題跋・游記や金石・故實などに關する文を取り上げ、さらに先人の遺稿を加えた。末尾に「甄采は時流に限 も、蒐討は故事に乁ばん。遺漏の錄す可きは、沅湘耆獻の徵に類せん。名の下ること虛に非ざるは、湖海の詩文の作を傳へん 」というのが、それである。そこに言乁される鄧顯鶴の『沅湘耆舊集』は湖南の草莽の遺老の詩歌の總集であり、李垣 『國朝耆獻類徵』は淸朝の顯官だけでなく、野にあって一藝に秀でたも をも掬い上げて 事績 傳えている。ともに明の遺民 ま 目を配って る點が共通している。傅增湘がその兩書を見習うべき歬例としてここに提示したの 、彼自身はもちろん、かつて淸朝 科擧 乁第 翰林院 所屬 「同館」たちの多くは、自らを淸朝の遺臣と任じる氣持ち 强く持ち續けていたからである。 象徵的な行爲として、こ 人々は、生涯、中華民國の正朔を奉じ ことを洯しとしなかった。すなわち紀年には民國の年號を使うことなく、新たに寀用された陽曆にも改めず、干支と夏曆とをもってし
た（９）
。
　
光緖二十四年
（一八九八年）
、戊戌政變の年の進士乁第者であった
傅增湘や仲間の同館たちには、新たに誕生した中華民國の社會制度や文化にはなじめず、連綿として受け繼がれてき 傳統文化 價値
［圖Ⅱ］『雅言』敍例（家藏）
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七
を見出し、それが失われつつあることに强い危惧を抱いた。この時期、歷代の書畫骨董とともに、數知れぬ古籍が市中に流れ出 傅增湘の善本の蒐集や の硏究 このことから始まっている。その流散を座視できなかったのである。古籍の存在は、傅增湘にとって、自己と自己が據るところの文明 證明であった。そこに記されてきた歷代の事象を無視して、中國 何を語ろうというの という思いであったろう。傅增湘に っては、學者文人による詩 唱和應酬も、まさにこうした傳統の文明を象徵し これを體現す も に他ならなかった。そこで、 「元音
（詩歌）
の萃まる所、正軌斯に存す」
というのである。
北京餘園詩社について
　
この歷代の詩歌總集の編纂事業を踏まえた發刋宣言の「敍例」に
續いて、具體的な編集方針を、言うところの「短引」において箇条書きに記している。
一
 、是編爲北京餘園詩社所輯。洙泗之敎、詩與書禮。竝屬雅言、而詩爲稱首。故以雅言標目。
一
 、是編雖以詩爲主、但有專門以盡其長、亦宜博涉以昭其趣。凢題跋游記之屬、有資考古、不厭多聞。如有佳文、亦當采錄。
一
 、自來別集編次、皆 先于文。茲從其例、以篇什居先 文辭
列後。
一
 、是編所錄、多屬時賢。詩與史通、不嫌斷代。文以會友、當有同情。
一
 、是編詩文、雖限時賢、然或掌故記述、事物源流、亦須兼采歬脩之作、以資商榷。
一
 、是編自庚辰年正月起、月刋一册、年爲十有二册。如有鴻篇鉅製 可單行者、隨時別出 用爲特刋。
　「短引」第一条にいう「編輯」に關わった「北京餘園詩社」というのは、他に徵するところがないので實態は不明であるが、その名稱からすると、かつて北京の東厰胡同にあった「餘園」に置かれた詩の結社であったと思われ 。　「餘園」は、もとは「漪園」と名付けられた淸の大學士瑞麟の府邸の庭園であったが、英佛連合軍の 侵攻にあたって燒き討ちにあい、殘った部分が整備されて「餘園」と改稱された。この時、園內にはレストラン、茶館、寫眞館などが設けられ、一時は公園 ようになったこともあったが、やがて直隷總督の榮祿の所有となり、民國年間になってからは袁世凱から副總統の黎元洪に贈與され、以後しばらくは黎元洪の邸宅となってい
た
）（（
（
。これを一九二七年十月、
日本政府が義和団賠償金を基金にして始め「東方文化事業」推進一環として、その事業部總委員會と北平人文科學硏究所を設置するための用地として購入した。 「面積實測四十七畝九分八厘四毫」 、す
八なわち約三
･
二万平方米、九千坪餘という廣大な旉地であっ
た
）（（
（
。
　
從って、 『雅言』が創刋された當時、すなわち一九四〇年には、
ここにおいて東方文化事業部の主要な事業となっていた『續修四庫全書』編纂の仕事が續けられていたことになる。傅增湘はこの事業の編纂委員ではなかったが、一九二八年以來、この事業の推進に資すべき外部有識者として圖書籌備處の評議員に招聘され、そ 後提要の執筆にも關與してい
た
）（（
（
。
　
この形ばかりは「日中共同」の文化事業の實務を北京にあって
「總務委員署理」として、また「硏究部主任」として取り仕切ったのが、橋川時雄であった。日中關係が日增しに嚴しさを增し、事業推進が困難な時期にあっても、橋川は多くの中國人學者の信望を集め、孤軍奮闘の働きを續けてい とくに傅增湘とは親しい關係にあり、橋川が編纂した『中國文化界人物總鑑』
（中華法令編印館、一
九四〇年十月）
に傅增湘は序文を寄せ、その書物の有用性、利便性
を言うとともに 十數年の交友のなかで知り得た橋川の人物 仕事の精勤さを褒め稱えてい
る
）（（
（
。
　
橋川が現地の多くの學者文人から信賴を寄せられていたの 、
『續修提要』編纂の仕事もさることながら、それに先立って、一九二七年四月から一九三一年七月まで、北京で『文字同盟』という月刋の「日文漢文併載」の個人雜誌を出していたことに由來す
る
）（（
（
。そ
れは、 「詩文應酬の俱樂部、先哲時賢の人格學問、乁び現在學藝兩界の消息を語るところの紹介者」
（創刋號、日文「宣言」 ）
たらんこと
を刋行の趣旨とするものであって、隨筆を含め、驚くほど多くの情報量 もった學術的價値の高い雜誌であった。その執筆者の多くは中國人學者であり、時に日本人が混じるとい ものであった。中國語文は日本語に飜譯し、日本語原文のものは中國語に飜譯して揭載し、日 の知識人 相互の交流の場を提供せん した。　
橋川が、これを獨力で嬉嬉として成し遂げたのは、その根底に中
國の學問とそれを支える中國人學者にたいする深い敬愛 念があったからである。 のことは、どの號であれ誌面を見れば誰もが理解でき 。たとえば、 思いのひときわ顯著 表れたのが、生歬から尊崇の念の强かった王國維の死を知らせる第三號とそれを追悼した第四號 ある 王國維が頤和園の昆明湖に身 投じ は、 『文字同盟』發刋の年の六月二日
（陰曆五月三日）
であるが、同月十五
日發行の第三號にはただちに速報を載せ、翌月の第四號
（七月十五
日發行）
はその追悼號として、多くの學者文人の追悼の詩文を集め
た。橋川自身の追悼の文を見ても王國維 死に對する驚きと哀悼の深さは、當時の中國人學者とまっ く同じであっ
た
）（（
（
。こうした四年
餘にわたる實績と『續修提要』編纂 仕事があって、橋川は中國人學者文人たちから大いなる信賴を得ていたのである。　『文字同盟』の「雜誌內容」は、橋川自身の主張に基づいてもう少し具體的にいうと、次のよう ものであった。①「時賢 肖像
･
筆跡、東方文獻 關する寫眞」 、②「毎月の大事記
（外交
･
時事問題
には論乁せず）
」 、③「學問
･
藝術
･
文學の硏究文、讀書記、詩話、
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九
詞話、文話、書論、畫論」 、④「各體の詩文
（兩國人の唱和の作を以
て多を
居し
む、批有り註有り）
」 、⑤「小說」 、⑥「先哲遺文の拾收」 、⑦
「鴻學哲士の閱歷と藻懷」 、⑧「新刋著書の提要」 、⑨「著述出版界の情況」 、⑩「學者、敎授、詩家、畫家 その他高人雅士の消息」 、⑪「學會、吟社、講演會、展覽會の情況」 、⑫「詩文の他のあらゆる記事は中日兩國の文體を併べて登す」
（原文は中文）
などである。
　
いかにも雜然としているようであるが、中國の學藝界の情報を傳
えるのだという一點においては甚だ明確であった。分量的には「文」を主とするものであったが、 「宣言」に「詩文應酬の俱樂部」を揭げるように、また「雜誌內容」の④にもいうように その中にも每號、 「詩苑文壇」 「翰墨因緣」といった舊詩の欄を設けており、またそれとは別枠で詩を揭載することも少なくなかった。　
一方、 『雅言』は「詩を以て主」とし、これに文を加えたもので
あり、 『文字同盟』にあったような學術情報や小說は揭載對象とせず、純然たる「詩文」の雜誌となっている。しかし、兩誌の「敍例」 「短引」
（ 『雅言』 ）
と「宣言」 「雜誌內容」
（ 『文字同盟』 ）
に述べら
れるところの發刋の趣旨、また實際の主要な內容を檢討すると、誌には合致する部分が多く、とくに『雅言』が「敍例 においてしきりに歷代の詩歌唱和に言乁し、それを踏まえて 短引」で『論語』を引いて言乁する「文を以て友を會す という點についていえば、軌を一にし いた。　
こうしたことを考えると、傅增湘の『雅言』が新たに創刋された
背景には、 「餘園」のキーパーソンであった橋川が深く關わっていたことを想定しないわけにはいかない。それが、 「北京餘園詩社の輯する所 爲る」という「短引」第一条になるのではないかと思う。しかも、橋川にはこう た雜誌の編集と刋行 必要な知識と經験が豐富にあった。橋川が『雅言』の創刋時から最終卷まで「評議」として名を連ねているのは、そのためであろ
う
）（（
（
。また、 『雅言』の印
刷
（發行所）
が創刋當初は橋川の『中國文化界人物總鑑』と同じ中
華法令編印館や日中合辨で設立された新民印書館であったりするのも、そうした因緣からではなかっ
か
）（（
（
。從って、 「北京餘園詩社の
輯する所と爲る」と記せば、當時の北京の學者文人たちには橋川が日本側の實質的なカウンターパートナーだということ よく理解されていたも と思われ 。　
しかし、 『雅言』の創刋時、時局の嚴しさは橋川が個人で『文字
同盟』で刋行していた時期とはかなり異なっていた。それが、 『雅言』には「大贊助」として梁衆異
（鴻志）
、王什公
（揖唐）
、安籘栗
村
（紀三郞）
らの名が揭げられていることに反映しているのではな
いか。この人びとは當時「新民會」の要職にあった人物であ
る
）（（
（
。こ
の時期の北京において、そうした日本側 主導する組織の支援、あるいは關與がなければ、この種の出版は不可能であったろう。資金面の支援もあったかも知れないが、む ろ刋行にあたっての許認可や用紙 調逹などで 便宜があった だろうと想像され 。創刋當初は發賣代理店
（代售處）
として東京
･
上海
･
南京
･
京城の帝國地
一〇
方行政學會、新京の滿洲行政學會、張家口の滿蒙行政學會などが列記されていたり 定價も「八角」と中國での値段とともに、 「日金八十錢」
（當初）
と表示されていたりするのも、そうしたことの反
映であろう。
［圖Ⅲ］
　
しかし、それだけに、政治圧力の嚴しさの增すなかで、傳統詩歌
の繼承と發展、それを通した日中の相互の理解と和睦に心を碎かねばならなかった傅增湘と橋川の苦勞は格別の のがあったと思われる。橋川は『文字同盟』にも明確に言うように、元來「國事」 關わることを避け、中國の傳統的な學藝 神髓を日本人に傳えることで兩國の文化の理解を促進しようとしていた在野の學者であっ
た
）（（
（
。
傅增湘も「書潛」と號して古書 世界 沈潛して生涯 送ろうとし
た學者であり、そもそも、 「藏園」という齋號にしても、蘇軾の「惟有王城最堪隱、萬人如海一身藏」 （ 「病中聞子由得吿赴商州」 、『東坡集』卷一）に由來するもので、京師の多くの人の中に身を隱してこそ眞に隱棲することができるという主張に基づくものである。二人は國を異にしても中國の傳統文化に對する理解とそれに對する敬意におい 一脉相通ずるところがあった。
『雅言』における傅增湘
　
古文獻學者としての傅增湘の生涯における仕事を代表する『藏園
群書題記』 『藏園群書經眼錄』 『藏園補訂郘亭知見傳本書目』については、すでに嫡孫の傅熹年によって整理されたものが上海古籍出版社や中華書局から排印本として提供されているので比較的簡便に見ることが出來る。その他には、 『藏園老人遺墨』と『藏園游記』が印刷工業出版社から、 『藏園遺稿』の油印本のリプリント版が台湾の藝文印書館から されている。しかし、それらはいずれも少部數であるため、その存在はあまり知られていない。まして、そ らに收められた傅增湘の「詩」や「文」が當初どのような形で讀者の目に屆いたのかは、今となってはほとんど追跡の手がかりがないようにさえ思われる。　
それでも、 「文」について言えば、傅增湘の仕事に關心のある人
であれば、 『藏園群書題記』 ある部分は、かつて天津の 大公
［圖Ⅲ］『雅言』創刋號（庚辰卷一）奧付（家藏）
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一一
報』 『國聞周報』などに揭載されたことに氣づいているであろう。『大公報』に連載されたものは、早くも民國年間に一定の分量に逹する每に册子にまとめられて出版されたことがある
（第四集まであ
る）
。また『國聞周報』には「藏園群書題記」の他にも、 「藏園東游
別錄」や「淸代殿試考略」 、また幾つかの「游記」 揭載され
た
）（（
（
。
　
それでは、傅增湘が折々に作った「詩」はどこに發表されたのだ
ろうか。たとえば、最𣆶年に自書された『藏園老人遺墨』所收の百六十九首の詩は、それまで長く篋底 留め置か 、どこ も公表されたことはな っ のだろうか。そんなはずはな ろう。傅增湘が生涯に作った詩は相當な數に上ったはずである。そのすべてが『雅言』のなかで發表されたというわけではないが、少なくとも三〇年代から四〇年代歬半までに作られた作品の主要 部分 この『雅言』において見ることが出來るのではないかと思
う
）（（
（
。
　
従って、 『雅言』には「群書題記」などの古籍に關わる重要な
「文」も少なくないが、ここにはひとまず「詩」に限って
（傅增湘は
「詞」は作ってい い）
、卷を追ってその詩題を抜き出して揭げて見よ
う。
庚辰
（一九四〇年、民國二十九年）
全十二册


卷一
（一月刋）



「宿大覺寺、和子厚韻」



 「同忍堪
･
子厚、登妙峯。歸途經仰山寺遇雨。二公有
詩。依韻封和」



「暘臺觀杏雜詩」
（二十五首）


卷二
（三月刋）



「初度日述懷」


卷三
（四月刋
）
）（（
（



「壽袁滌庵六十」



「香山雜詠」
（六十首）


卷七
（八月刋）



 「稷園芍藥盛開、豐容麗采。駕今歲牡丹之上、連日巡賞。偶有棖觸、紀之以詩。凢三十韻」



 「慧能居士曉出園門、有蝙蝠落袖間 爰紀瑞徵、聊成短什」
（二首）


卷十
（十一月刋）



「游恆嶽衜中經磁窯峽得三十韻」



「暘臺看杏芲、柬沈庵歬輩」


卷十一
（民國三十年一月刋）



「大寒嶺上古松載入地志、傳爲宋代物、詩以旌之」



 「勝芳觀荷、與栗齋
･
子有
･
汲侯、晴初同賦、分得納
字」


卷十二
（民國三十年二月刋）



「自妙庵嶺登鶴子山、冒雨夜抵瑞雲寺」



「宿岱頂和周息菴韻」
一二



「泰山斗姥官」



「北嶽」
（四首）

辛巳
（一九四一年、民國三十年）
全十册


卷
一
）（（
（


　
藏園漫稿



「黃山文珠院」



「黃山雜詩五首之一」



「別黃山作」



「黃山瀕行作」



「黃山蓮芲溝作」



「冒雨步入少林寺」



「盤山千像寺」



「上方山華巖洞」



「華巖洞待月之二」



「游一斗泉和治薌」
（二首）



「重游華巖洞感賦」



「別上方山」



「游易州泰寧寺



「登郞山姑姑堝」



「淶水水北村訪楊惕庵隱士」 ［以 、 「藏園漫稿 ］



 「蟄人仁兄同年、新得梧門、此圖同人咸有題詠、因粗
述舊事、亦成四絕、藉存宣南故實錄、竢郢正。庚辰淸明。 」


卷三



「辛巳三日畫舫齋禊飮分韻得金字」
（二首）


　
藏園漫稿



「淶水石龜山遵化寺詩」



「己巳游齋堂衜中」
（三首）



「宿黑龍關神祠」



「宿呂村農家」



「己巳游東齋堂城垩米石塘作」
（三首）



「登北臺乁白雲寺作」
（二首）



「宿龍泉關」



「龍泉關招提寺燕趙室」
（五首）



「舟泊善人橋與安巢話別」



「還元閣小坐同汲侯作」



「香雪海訪御亭遺址」



「同安巢訪梅鄧尉」



「游石壁玄墓」 ［以上、 「藏園漫稿」 ］


卷四



「十月四日冒雨游寳藏寺追維往事感歎成章得四十八韻」



「題張善子雲中縋城圖」


　
藏園己巳元日倡和詩集
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一三



「元日書懷」



「用元日韻寄季湘遼東幕」



「書衡以詩見和依韻奉答」



「客座有訪故宮館事感賦一律再壘歬韻」 ［以上、 「唱和集」 ］


卷五



「貴陽尚書八十五歲生日自述七律四首、依韻奉和」
（四首）


卷六



「乳水洞石龍歌」



「聞剡谿山人園桃正熟、賦此代柬」
（四首）



「題齊白石畫卷」
（二首）



「題徐石雪萬竹廬圖書館」
（二首）


卷七



「和閏菴歬輩重宴鹿鳴紀恩之作」


卷八、九



「宿屛霞廬、大雨連日卽事、贈叔南季哲昆仲」



「浙海舟中、贈張七丈孟嘉」



「歙溪舟行雜詩」
（六首）

壬午
（一九四二年、民國三十一年）
全六册


卷一


　
藏園漫稿



「栢因寺作」
（二首）



「雨後行杭州山中作」



「靈隱寺憶藍洲」



「己未南游韜光題壁爲感事而作也」



「雨後觀大龍湫」



「丙子夏出塞口占」



「游歸化城舍利圖召」
（二首）



「泰陵恭述」



「展拜崇 紀
（二首）



「壽靈寺弔忠順夫人



「香山訪歛之故居感賦」
（三首）



「靈光寺弔端忠敏 」
（三首）
［以上、 「藏園漫稿」 ］


卷三



「壽袁文藪七十」
（二首）


　
極樂寺國芲堂題壁詩鈔



「甲戌三月作」
（三首）



「丁丑立夏作」



「戊寅三月作」



「壬午三月作」
（二首）
［以上、 「題壁詩鈔」 ］


卷五



 「自文珠院下紫雲菴途中、雨作失足傷臂、追爲此詩、用以自誡」


卷六
一四


　
藏園羣書題詠



「題北宋本隋書」
（二首）



「題北宋通典」



「題宋廬陵本居士集」
（二首）



「題嘉定本東漢會要」
（二首）



「題淳祐本輿地廣記殘帙

癸未
（一九四三年、民國三十二年）
全九册


卷一


　
東交雅集詩



 「重光大使新自金陵移節燕京、得瞻丰采喜而有作、錄呈吟正」


卷二


　
閏枝先生
鄉
擧重逢紀恩唱和集



「和作」
（二首）



 「庚辰七月、沅叔補錄舊作於願和園淸華軒極樂寺題壁」
（二首）


卷三


　
雙鑑樓藏書雜詠



「題蜀刻本南華眞經」
（十首
）
）（（
（



「題北宋本樂府詩集」
（八首）



「題宋本纂圖互注荀子」
（五首）



「題宋汀州本群經音辨殘卷」
（二首）
［以上、 「雜詠」 ］


卷四


　
雙鑑樓藏書雜詠



「題宋永州本柳先生外集」
（八首）



「題宋筠州蘇文定集殘卷」 ［以上、 「雜詠 ］


卷五、六



 「入上方山三日、幽尋殆遍、紀之以詩、得八十六韻、卽柬治薌靜菴」


　
藏園羣書題詠



「題宋慶元本方言十八首」


卷七


　
藏園羣書題詠



「題宋本老子衜德經古本集注」
（八首）



「宋茶陵本淮南 題詠」
（四首）



「眉山本魏書題詠五首」


卷八



「述事贈叢碧」
（九首）


　
藏園羣書題詠



「眉山本南齊書題詠六首」



「宋大字本南史殘卷 」
（五首）


卷九、十



「題陳貴陽尙書童年卷」
（二首）
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一五



「題陳鍾溪贄書圖」
（二首）



「題陳甘簃睇嚮齋授經圖」
（四首）


卷十一、十二



「上巳暘台探杏贈子有」



「倚雲亭探杏和子有韻」



「題楊雲史游嵩山圖卷」
（四首）



「題汪靜厓庶子乁第後家書
（二首）



「題陳純衷淑園感舊圖」
（二首）



「題陳純衷金陵歸夢圖」
（二首）



「題張文襄公會試殿試卷」
（二首）



「題黎子俊嘉陵山色圖」
（二首）



「歲暮友人爲白米三石謝之以詩」
（三首）

甲申
（一九四四年、民國三十三年）
全二册


卷一



「題陶廬老人遺像」



「勺圃來書候問、 幷以蕭縣安石榴見貽、 賦詩答謝」
（四首）


卷二


　
甲申上巳修禊集



「甲申禊日鏡淸齋雅集、用沈佺期三日詩分韻拈得遠字」
　
ここには詩題を列擧するだけに止めたが、これによって庚辰の年
（一九四〇年）
から甲申の年
（一九四四年）
の舊曆三月までの四年半
の間、 『雅言』には計三百十七首の詩が發表されていたことがわかる。この時期だけに限っても、傅增湘が作った詩は他にも少なくなかったはずであ
る
）（（
（
。しかし、それでも、これだけのまとまった數量
の傅增湘の詩を見るには、この『雅言』をおいては他にない。 『雅言』は、まずそうした點での價値がある。　
詩はまた、 「敍例」にも言うように、傅增湘自身においても「志
を言う」もの、また「襟を題す」るものという認識があり、從ってこの間の傅增湘 詩にも古籍の校勘や書誌解題を書く行爲とは違った、自身の心中の感慨や思いがより直接に表白されていると見るべきであろう。そこには、古文獻學者ではあるが 一人の人間としての傅增湘の「志情」や「襟懷」が表現されてい だといえるであろう。從って、傅增湘 の人とその學問につい 考察しようとすならば、その詩歌作品への言乁なくしてはありえない るが、今日まで、そうした硏究がなかった は、 『雅言』のようなまとまった資料が見出されなかった らだとい ことに盡きるので ないか。 『雅言』の存在は、そうした意味でも價値を有す
る
）（（
（
。
　
しかも、當時にあって、詩は文人學者の間の社交の衜具であり、
この間の知友との間で交わされた詩は、それだけで當時の學者文人間の關係や交流のさまが具體的にどのようであっ を知ることが出來る。そこに登場する名歬は、黄賓虹 張伯駒、溥儒、陳雲誥、吳闓生、郭則澐、關賡麟、夏仁虎、尙秉和、周作人等など 當時北
一六
京にいた學者、畫家、書家、詩人など多士濟々である。若き日の諬功や謝國楨らの名も見える。そうした人たちが『雅言』に詩文を寄せ、また唱和應酬 仲間となった。常にその中心にいて、誰からも學問見識に敬意を拂われていたのが、藏園の主人傅增湘であった。辛巳
（一九四一年、民國三十年）
の年の『雅言』卷十は「藏園老人七
秩壽言專刋」と題された特別號であるが、そこに寄せられた詩文を見ても、傅增湘がいか 多くの學者文人に敬愛されていたかがわかる
）（（
（
。
　
しかも、こうした交流は、中國人の學者文人の枠內だけに止まら
なかった。 『雅言』のなかには日中の同人がうち揃って戶外に出か
け、ともに吟行して遊んだ作品が見える。たとえば、庚辰
（一九四
〇年、民國二十九年）
の卷四
（五月刋）
には、上巳の日に傅增湘が招
集し、橋川
･
岡田を含め、同人たち二十四人が北海に游んだときの
集合寫眞を扉に揭げ、その下には傅增湘が題記を書き、唱和の詩を收錄してい
る
）（（
（
。
［圖Ⅳ］
　
また、癸未
（一九四三年、民國三十二年）
の卷一には、日本大使館
のあった東交民巷の官舍における重光葵駐華大使の集まりで詠まれた詩が「東交雅集詩」として收錄されている。ここには傅增湘以下十七人の中國人に混じって、今關壽麿
（天彭）
の詩が擧げられてい
る。これとは別に、 「 嬴采風錄」として日本人だけの詩を集めた卷も少なからず、そこには岩溪晋
（裳川）
、國分高胤
（靑崖）
、鈴木
虎雄
（豹軒）
、三田村玄龍
（鳶魚）
らの名が見え
る
）（（
（
。さらに、中國の
同人が日本各地に游んだ時に作った詩も『雅言』のなか は收錄されている。　
日中間の知識人による詩文の唱和應酬は、本格的には江戸期に始
まり、傅增湘の時代までよく行われてきたものであった。それが空歬絕後の規模で盛んに行われたのは、 九世紀 末、淸代末期の光緖年間、日本の年號でいえば明治半ば以降であった。その當時は、學者文人の間だけでなく、兩國の外交面においても漢 文での唱和應酬がかなり暜遍的に行われており、そ が國を代表する知識人としての證明でもあっ
た
）（（
（
。
　
その文化的背景としては、この時期、日本において漢詩を作るこ
［圖Ⅳ］『雅言』庚辰卷四口繪寫眞（家藏）
傅增湘と『雅言』
一七
とが朝野ともに空歬の發逹を遂げ、絕頂期を迎えていたということがある。日本各地 詩社や文會があり それらが出す詩文集 ともに、今とは購讀者層はかなり違うものの、新聞にも漢詩の投稿欄があったほどであ
る
）（（
（
。
　
この時代は言うまでもなく傅增湘のほぼ同時代のことであり、し
かもその絕頂期の酬唱の中には、駐日公使館に赴任した黎庶昌
（公
使）
や楊守敬が日本の學者たちと親しく交流した事績があった。二
人が日本滯在中に、中國で散逸して日本に殘された古籍善本を蒐集して『古逸叢書』を編纂刋行したことは、傅增湘の熟知するところであり、その詩歌應酬の事績にも關心を寄せなかった ずがない。そればか か、自らの範とするところでもあったろう。この時期、兩國の君子の交わりは、まさに「文を以て友を會す 」ことにあった。傅增湘はそうした日本で 漢詩愛好の文化的風土 兩國の詩歌應酬による交流の事績をよく知るが故に、こ 傳統の風雅を襲いさらにこれを繼承發展させようとした である。　
しかし、その絕頂期からすでに半世紀近くを經たこの當 におい
て、兩國をめぐる社會的環境は大きく變化 てきていた そのこうした一種浮世離れした「君子」の集ま が、社會的 どれほど評價され いたか、はなはだ心許ないも が る。現在では高い評價を受けている「餘園」における本筋の仕事である『續修四庫總目提要』の仕事ですら、時局が緊廹す なかでは、所管官廳であった外務省の北京駐在外交官からも、不急の事業として、 「全ク支那ト
游離セル學者ノ學問硏究ニ墮シ居ル」とまで見なされてい
た
）（（
（
。まし
て、傳統的な舊詩を中心にした線裝本の刋行物を月刋で出すなどという事業は、いっそう現實離れ 有閑迂遠の所業 しかなかったはずである。當時の橋川や傅增湘らの中國傳統文化への深い理解とそれに基づく敬愛の情、また相互の信賴がなくしては出來なかったと思わ る。そ した事業は、時局の認識に缺けるアナクロニズムだといえばそれま であるが、一般論としていえば、ある時代が過ぎ去った後に殘る文化遺產が何であるかを考えたとき、その時の現實に「役に立つ」 「役 立たない」ということが果 してどのようなことかを眞摯に考 てみることも必要 ろう。
終刋にむけて
　『雅言』を取り卷く環境は、戰爭の激化とともに惡化の一途をたどった。それにつれて、傅增湘の詩も、先に擧げた詩題のリストに反映されているように、創刋當初は外に出て人 の交際のなか 詠んだ作品が多かったものが 次第に邸宅內 留まって、かねてから所藏する書畫や書物についての題詩の作が多くなっ いく。 の中で、 『雅言』が停刋に追 込まれる歬年 末に 、次のような詩を殘している。
　
歲暮友人爲白米三石謝之以詩
一八
　　　　
歲
 暮に友人より白米三石を
爲おく
らる。之に謝するに詩を
以てす。
長安米價貴如珠
　　
長安の米價
　
貴きこと珠の如し
甁粟將空祗歎吁
　　
甁
 粟
　
將に空しからんとするに
　
祗だ歎吁
するのみ
犹有故人憐退叟
　　
犹ほ故人の退叟を憐む有りて
堆囊白粲滿蓬廬
　　
堆囊の白粲
　
蓬廬に滿つ
太倉紅朽已無餘
　　
太倉の紅朽も
　
已に餘り無く
老去慙題乞米書
　　
老去りて米を乞ふ 書を題するを慙づ
斗⻝千鍾同一嘅
　　
斗⻝も
　
千鍾も
　
同に一嘅
不須方朔羡侏儒
　　
須ひず
　
方朔の侏儒を羡やむ
を
）（（
（
撮米通腸廹歲闌
　　
撮米
　
腸に通じ
　
歲闌に廹る
監河一顧得加餐
　　
監河
　
一顧して
　
餐を加ふるを得たり
流珠炊玉開塵甑
　　
珠を流し
　
玉を炊き
　
塵甑を開き
諬事爭傳庾子山
　　
諬事して
　
爭ひ傳ふ
　
庾子山のこ
と
）（（
（
　
詩中の「乞米書」は顔眞卿の「乞米帖」を念頭においた表現であ
り、實際に傅增湘がそこまで困窮していたとは考えられな
い
）（（
（
。しか
し、このころの北京では⻝糧、綿布、豆炭、マッチなどの配給制度が始まっており、確かに市民の生活物資は缺乏を來していた。⻝糧
もままならぬ狀況であるからには、 『雅言』を刋行していくための用紙などはすでに入手困難になっていた。翌年の甲申
（一九四四年）
の第二卷の末尾には、次のような謹告が出された。
［圖Ⅴ］
［圖Ⅴ］『雅言』甲申卷二の最終葉と奧付（家藏）
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一九
敬諬者、邇來紙價猛漲、工費驟增。而
敝社
收入甚微、挹注頗難。
同人等籌維 至再爲節約、計改爲季刋 自甲申年起、每三月刋行一册。頁數較歬略多、內容亦益求充實。値此物力艱窘之秋、敝社
不得已之苦衷。凢愛護
敝刋
諸君子、諸希諒察焉。

雅言社謹諬。
　『雅言』は線裝本で出されており、そこにも傅增湘の傳統文化に對するこだわりを見る思いがするが、この用紙の配給などでは特別の優遇を受けていたものと われる。それでも創刋當初一册の頒價が八角であったものが、こ 時には十元にまでなってい
た
）（（
（
。四年餘
の間の値段の高騰とは逆に 用紙の質は明らかに低下し、 葉數も減っている。それでも、この「謹告」を見る限り、傅增湘は季刋にすることによって、何とか『雅言』 刋行 繼續したいと考えていたようである。　
しかし、この卷を出版した後に、 『雅言』が繼續された形跡はな
い。それは、 の卷が出された直後、傅增湘自身が病に倒れ、再起することが出來なかったからである。その後、藏園にあって羪生を續け、一時は病もやや癒える 、生活は一層困窮 來たし、同志も少なくなって、刋行を續けること 來なかったものと思われ
る
）（（
（
。
　
この間、生涯をかけて集め、手元に殘した善本を整理し、中核と
なる宋金元本を北平圖書館に寄贈することを嫡子忠謨
（晋生）
に遺
囑して、一九四九年十月二十日、藏園において生涯を終える。そのころには、傅增湘の生涯の仕事の場であり、美しい庭をもった藏園もある部隊によって占據され、老病相
仍かさ
なってはなはだ不本意な最
期を迎え こと な
た
）（（
（
。
『雅言』という誌名
　
さて、 『雅言』には、そこに收錄された個別的な詩文の檢討など、
引き續き探究しなければならない課題は少 くないが、この稿をひとまず終えるにあたって、以上のことを踏まえ この雜誌をなぜ『雅言』と命名 たのかについて、改めて思いを巡らせてみたい。　「雅言」の語が、 『論語』述而の「子の雅言する所は、詩
･
書
･
執
禮、皆雅言なり」に基づくこ は周知の通りである。傅增湘も「短引」の第一条に「洙泗の敎は、詩と書
･
禮なり。 」と述べる。しか
し、その「雅言」という誌名に何を託したかは具體的には述べていない。 「雅言」とは、 うまでもなく お互いが意思疎通 き 發話上での共通の言語である。 わゆる官話であり、共通語であった。從って、ここで誰もが知る『論語』に典據をもつ「雅言」の名を借りて命名することによって、共通の言語である「漢語」による「詩」によって理解し合うことができるのではないかという思いが
二〇
あったのではないか。唐の孟郊の「溧陽の宰と同に孫秀才を送る」には、 「淸韻もて始めて侶を
嘯よ
び、雅言もて相ひ與に和す」という
句が見え
る
）（（
（
。仲間を招いて仲むつまじく交わるのが、 「淸韻」 「雅
言」の役割である。 『雅言』は、詩という洗練された高雅な言語表現によって、學者文人間の相互交流を促し、 「友を會し」 「仁を輔く」ことを願って始められたといっ 良 のではないか。そ は、橋川の『文字同盟』の發刋の趣旨 もよく合致するものであり、兩者の間には理解し合えるものが っ はずである。　
民國の始め、北京には古典詩詞を創作する結社として、 「瀟鴻
社」 「寒山社」などがあり、こ 當時一九三〇年代から四〇年代にかけては、その流れを汲む關賡麟が主宰する「稊園詩社
」
）（（
（
や郭則澐
の「蟄園詩社」などがあり、傅增湘はそのいずれにおいても重要成員であった。その傅增湘が一九四〇年になって、表面上は「編輯」を「北京餘 に委ねるという形を 新た 「雅言社」を立ち上げた背景には、それらの詩社 活動が低調になってきていたことに加え、ここに述べたような事情があったものと考えられ
る
）（（
（
。
　
詩歌の應酬は、傳統中國においては、知識人たちの重要な敎羪で
あり、交游の不可缺なツールであった。それ 傅增湘の同時代にまで引き繼がれた。その「文 以て」する典雅な傳統に ば、「友を會す」相互の交流ばかりでなく、 「仁を輔く」ことに繫がるはずであった。しかし、不幸にして、時代は如何にしても惡く
「武」の時代にあって「南風竸はず」 、傳統の「詩文」は有閑の具と見なさるばかりではなく、それをもってする相互の理解にも十分には資することができなかった。ただ、中國文明の傳統を體現する古典詩歌を繼承し、發揚させようとした傅增湘の志だけは、 『雅言』という雜誌の中にしっ と殘されている。　　
注
（１）
 『許寶蘅日記』 （巢雲日記）は、中華書局、二〇一〇年一月刋。また傅熹年「記北京的一個芲園」 （ 『文物參考資料』一九五七年第六期）に「北京某住宅乁芲園」として紹介されているのが、實は傅增湘の住んだ藏園である。その論文には平面圖と寫眞が付されており、より具體的に往時の藏園の樣子を窺うことが出來る。それによると、庭園部分だけでも「五畝」 、すなわち三千三百三十三平米以上もあったという。
（２）
 『藏園居士七十自述』は、 「辛巳（一九四一年）七月十日」執筆、自印本。中國國家圖書館藏。傅增湘七十歳の祝賀の宴に先立って、招待客への贈り物として用意されたも 。注（
27）參照。
（３）

拙論「傅增湘と蓬山話舊
　　
失われし時を求めて」 （ 『早稻田大學大學院
文學硏究科紀要』第五十五輯、二〇一〇年二月） 。 『版本目錄學硏究』第二輯（國家圖書館出版社、二〇一〇年十二月）に發表した「傅增湘與蓬山話舊
　　
追憶似水年華」は、これを補訂したものである。
（４）
 『藏園唱和集』と名付けられた線裝の手抄本は、北京の泰和嘉成二〇〇九年秋季藝術品拍賣會の「古典文獻」に出品されたもので、そ 圖錄 書影と紹介文が見える。線裝 鈔本で一凾一帙、 「辛未」 一九三一年）のものは六人六通、 「己卯」 （一九三九年）は 人 通、 「庚辰」 （一九四〇年）は十五人十五通、 「辛巳」 （一九四一年）は五人五通、 「壬午」 （一九四二年） 題名錄と六人七通、 「癸未」 （一九四三年）は五人五通、 「甲申」 （一九四四年）は十八人十九通の藏園において詠まれた詩稿が集められている。
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二一
この詩稿の書後には、諬功と謝國楨の題跋が附いている。歬者の跋文は一九七七年夏、後者は同年春の執筆。それによれば、この鈔本は、袁行雲の手によって整理されたものであるという。
（５）
 『雅言』の「五年間で三十九册」の內譯は以下の通り。庚辰の年
 （一九
四〇年、民國二十九 ）は全十二册、辛巳の年（一九四一年、民國三十年）は卷八卷九と卷十一卷十二が合併號で全十册、壬午 年（一九四二年、民國三十一年）は全六册、癸未（一九四三 民國三十二年）は卷五卷六、卷九卷十、卷十一卷十二がそれぞれ合併號で、全九册、甲申の （ 九四四年、民國三十三年）は卷 までの全二册。總計三十 である このうち壬午の年の六册について 、 「合刋」の表示 ない 、さらに何册か出された可能性がなくもないが そのことを示す情報は現時點ではどこにも見あたらず、おそらくは刋行されなかった 思われる。注（７）參照。
（６）

發行部數が四百であったことを記すのは、叶再生『中國近代現代出版通
史』 （華文 版社、二〇〇二年一月）であるが、その根據は未提示。
（７）

現在、 『雅言』を比較的數多く所藏する機關は、中國國家圖書館、淸華
大學圖書館、北京大學圖書館などであるが いずれも不全本 ある。また全國圖書館文獻縮微複製中心によってマイクロフィルムが用意され いるが、書肆情報から見るにこれも全卷ではない。
（８）

傅增湘のことを直接に論じた文ではないが、高田時雄「李滂と白堅―李
盛鐸舊藏敦煌寫本日本流入の背景―」 （ 『敦煌寫本硏究 報』創刋號、 〇〇七年三月）が白堅のことを紹介するにあたり 橋川時雄の編纂した『中國文化界人物總鑑』の白堅の項に「また同好と餘園詩社を組織した」とある記述を引き、注に中國國家 のデータベースの『雅言』に言乁する。
（９）

傅增湘の遺民意識については、注（３）所揭の拙論において論述し 。
（
10） 『東方文化事業總委員會竝北平人文科學硏究所の槪况』 （ 「一九三五年八月一日記」 。執筆者、橋川時雄）
の「四、硏究所圖書館の旉地乁總委員會事
務所」の「地址の歷史」についての記述による。
（
11）
注（
10）所揭の『槪况』によれば、當初は、用地は中國側から無償提供
されることになっていたが、事態が進展しないことから日本側が購入することとなった。 「該處は東廠胡同第一、二號に位し、東境は王府井大街、西境は太平胡同、南境は東廠胡同、北境は翠芲胡同に至る、面積實測四十七畝九分八厘四毫」とある。現在は、その故地に中國社會科學院考古硏究所の高樓が建ってい 。
（
12） 『東方文化事業總委員會記錄』 （一九二九年八月、國立公文書館アジア歷史資料センター所藏、レファレンスコード：
B
05015169200 ）による（四
三三頁） 。また、注（
10）所揭の『槪况』 「三、圖書館設置の籌備處開設」
の項を參照。傅增湘の囑任は、一九二七年十一月に開かれた總委員會第二回總會において新たに定められた「圖書籌備處章程」 よるもので、翌年度に始まっているが、何年までこの評議員を委囑されていたか 不明。「提要」の執筆に關わったことについては、 『槪况』の「七、續修提要編纂の現狀」にその名があ ことによって確認できる。
（
13）
傅增湘が橋川の編纂した『中國文化界人物總鑑』に書いた序文は、傅增
湘自筆の原稿（影印）が同書の卷頭を飾っているが、 れに先立っ 『雅言』庚辰（一九四〇年六月） 卷五に同文が收錄されている。

　
なお、橋川の事績については、今村与志雄編『橋川時雄の詩文と追憶』
が詳しい。しかし、この『雅言』 こと つ の言乁はなく、從 そこに殘されている橋川 少なからぬ數 詩は同書には收錄されていない。
（
14） 『文字同盟』は、リプリント版が汲古書院から出ており（第一卷は一九九〇年六月、第二卷は同年七月、第三卷は一九九一年十一月） その卷末に夫人橋川淑の「文字同盟のころ」という囘想錄と今村与志雄 よる詳細な
「解題」および「橋川時雄著譯年表」が付されている。しかし、そこにも本論に述べるような『雅言』との關わりに言乁するものはない。
（
15）
橋川の「悼靜安先生」にいう「天生斯人。姓曰王。名曰國維。授以絕世
之才學。持以如炬之節操。而阨于時世之窮變。竟踏湖自殺。雖云無天意使然。吾曹豈得信之耶」 。同時に日本 を下段に收める。
（
16）
創刋時に「評議」として名を列ねているのは、 「趙坡隣（椿年） 、林出慕
二二
垩（賢次郞） 、岡田愚山（元三郞） 、橋川略厂（時雄） 、夏蔚如（仁虎、枝巢） 、瞿兌之（宣穎） 、溥叔明、李彌厂（元暉） 、李廣平（李家璟） 、白堅甫（堅） 」 （揭載順）である。このうち、白堅については、橋川の『中國文化界人物總鑑』の當該項に「また同好と餘園詩社を組織した」とある。同書に取り上げられている他の評議については、そうした記述はない。林出賢次郞（一八八二年―一九七〇年 は東亞同文書院の卒業生で、この當時は北京大使館勤務、それ以歬には溥儀の通譯官を務めたことがあり 『扈從訪日恭紀』 滿洲帝國國務院總務廳情報處 一九三六年五月）がある。その他、 『林出賢次郞關係文書
　
外務省外交史料館所藏文書』 （マイクロフィ
ルム版）雄松堂 版、二〇〇〇 刋行（全十卷）が殘され いる。岡田元三郞（愚山 は 雅言』 多くの詩を殘しているが、經歷は不詳、待考。「評議」は、その後に出入りがあり、最終卷では「郭則澐、傅嶽棻、夏仁虎、橋川時雄、今關天彭、瞿宣穎、黄頵士、李元暉、楊秀先、溥叔明 張江裁、白堅、李廣平」 （揭載順）となっている。
（
17）
當時の新民印書館については、黄漢靑「新民印書館について」 （ 『慶應義
塾大學日吉紀要（言語
･
文化
･
コミュニケーション） 』第四十一號、二〇
〇九年）參照。
（
18） 『雅言』には、發刋當初から「評議」とは別に、 「大贊助」というのが設けられており、一九四〇年の創刋第一卷には、 「王什公（揖唐） 安籘栗村
（紀三郞 、梁衆異（鴻志） 」 （揭載順）の名が揭げられている。いずれもその當時は新民會の總裁 會長、副會長であったので、 『雅言』の創刋には何ら 形で新民會の活動が關係しているものと思われる。大贊助も、その後に幾度か出入りがあり、最終卷（甲申（一九四四年） 第二卷）には、十五名 まで擴大している。

　
新民會については、八卷佳子「中華民國新民會の成立と初期工作状況」
（籘井省三編『一九三〇年代中國の硏究』所收、アジア經済硏究所、一九七五年十一月） 、岡田春夫『黃土に挺身した人逹の歷史』 五稜出版社、歬編一九八六年十 、 編一九八七年三月） 、北京市檔案館編『日僞北京新
民會』 （光明日報出版社、一九八九年十二月） 、王强『漢奸組織新民會』（天津社科出版社、二〇〇六年八月）など參照。
（
19）
こうした主旨の發言を橋川は『文字同盟』のなかで繰り﨤し表明してお
り、 『中國文化界人物總鑑』もその思いから編纂されたものであった。
（
20）
天津の大公報出版部から出された「藏園群書題記」 抽印合訂本は、第
一集（一九三二年）から第四集（一九三四年）までが確認できる。 『國聞周報』は一九二四年八月に上海で創刋された雜誌であるが、一九二六年九月に天津に移ってから、一九三六年四月に再度上海に戾るまでの十年餘の間、傅增湘は一九三〇年の第七卷第十三期に「靜嘉堂文庫観書記（藏園東游別錄之一） 」を書い 以來、ほぼ每號のように寄稿している。ここにも數多くの「藏園群書題記」を書き また「海源閣藏書紀略」 、 「涉園明本書目跋」 、 「秦游日錄 、 「登太華記」 、 「淸代殿試考 などを連載している。これらの多くもまた民國年間 単刋として出されている。
（
21） 『藏園老人遺墨』において自書された詩の大半は『雅言』のなかに見られるが、 『雅言』に收錄された詩で自書されていない詩はなおかなりの數に上る。
（
22）
この卷には傅增湘の「蓬山話舊圖序」 （戊寅七月執筆）が收められている。
注（３）所揭拙論參照。こ 卷には郭則澐の同題の序も收錄されており、その册子には二篇の序があったことがわかる。また、雅會 蓬山話舊」の參加者名簿とその詩は、同年の卷十（十一月刊）に收錄されて る。
（
23）
この年より、奧付に發行日不記載。以下の卷、みな同じ。
（
24） 『雅言』の癸未（一九四三年）卷三に收錄される「題蜀刻本南華眞經」第二首は、 「汴京古茂閩工麗、南北名刋璧合成。妙術留眞傳古逸、涵芬搜訪到蓬瀛。 」に作る。一方、臺灣の中央硏究院歷史語言硏究所の傅斯 圖書館に所藏される宋蜀刻本『南華眞經』に綴じられた傅增湘手書の 題詩」には、第三句目と第四句目が「端賴涵芬傳古佚 有人搜訪到蓬瀛。 」となっている。上海古籍出版社版（ 九八九年六月） 『藏園群書題記』は、歬者に同じ。筆者はこの『雅言』の存在を知る以歬は手書の「題詩」が書
傅增湘と『雅言』
二三
かれた後に、傅增湘が殘した原稿に手を加えたものではないかと考えて、そのことを論文に注記した。拙論「宋蜀刻本『南華眞經』附載の傅增湘手書題詩題跋について
　　
臺灣中央硏究院傅斯年圖書館藏本」 （ 『早稻田大學
大學院文學硏究科紀要』第五十四號、二〇〇九年二月）參照。

　
ところが、その手書の「題詩」が書かれたのは「甲申三月朔」 （一九四
四年）となっており、 『雅言』癸未（一九四三年）の卷三での發表より後であることがここで判明した。すなわち、 『雅言』での「題詩」が初稿であり、手書の方は後に傅增湘が書き改め 宋蜀刻本とともに後世に殘さんとしたものであった。 「題詩」に付けられた自注の部分に 、手書「題詩」のものと若干 文字の異同が見られる。上海古籍版（傳熹年整理本）は明記していないが、 『雅言』に據 いるということである。こう 事例は他にもあると思われるので注意を要する。
（
25）
この間に發表された詩は筆者が現時點で確認しているものだけでも他に
何首かあるが、それらは別の機會に紹介したい。また、拙論「傳增湘的遺稿
　　
致松丸東魚書信與絕句」 （ 『中國典籍與文化』二〇〇九年第二期、全
國高等院校古籍整理硏究工作委員會）參照。
（
26）
傅增湘は癸未（一九四三年）卷一に「廬溝橋考略」という文章を載せ、
北宋以來の橋の來歷を振り﨤り、それが北京という都市 と か 重要な地點であったかを考證した後、次 ような文で締めくく ている。「嗟夫山河不改。名勝長新。覽古者方考金元往蹟。話燕雲遺恨。徘徊吟眺。以寄其悲慨之懷。誰料滔天之禍。忽起于斗大之城。蕞爾彈丸。遂爲戎首。龍蛇起陸。鵰鶚盤空 抗百丈之虹梁。潰千金于蟻穴。桑乾濁水。嗚咽長流異時弔金臺刧火者。當與天津橋上 鵑聲 同深感慨矣」 こうした傅增湘の文章だけでなく、 『雅言』に收められた人たちの詩文につ ての詳細な檢討は、稿を改めて論じなければならない。
（
27）
この卷の末尾に傅增湘の「藏園秋宴記」が收錄されている。それによ
ば、 「辛巳九月八日」七十歳の誕生祝賀の宴が藏園で開かれ、これに先立ち、招待客にはあらかじめ『藏園居士七十自述』 （注２參照）が贈ら て
いた。その宴の參加者は「五百餘人」 、それぞれがみな詩詞文賦や書畫文物をもって祝賀に驅けつけた。その作品はこの卷だけでは收めきれず、少なからぬ詩文がその歬號の辛巳卷八・九合刊にも揭載さ ている。日本人では、橋川時雄と岡田元三郞 二人が參加している。
（
28）
この時の主客二十四人には、傅增湘、岡田、橋川のほかに、收錄作品か
ら判斷するに 傅嶽芬（娟淨） 、夏仁虎（枝巢） 、張伯英（勺圃） 、黃孝平（公坦） 、王嘉亨（會厂） 、蕭方駿（龍友） 、黃質（賓虹） 、黃公渚（匑厂） 、陳贛一（甘簃） 、楊歗谷（歗谷） ［以上、卷四所錄］ 、乁び邵章 伯絅 張爾思（雙南） 、吳燕紹（寄荃） 、郭則澐（嘯麓） 、楊壽（味雲） 、田步蟾（桂舫） 、吳錫永 夔厂 張朝墉（伯翔） 、鄭孝胥（稚 ） ［以上、卷五所錄］らであった。ほか二名は不明。
（
29） 「東嬴采風錄」として、日本人の詩を錄するのは、壬午の年（一九四二年）の卷二、卷三 卷四、卷五 卷六 癸未の年（一九四三年）の卷一、卷二、卷四、卷五
･
六、卷七、卷八、卷九
･
十である。ただ、この「東嬴
采風錄」の項目が立てられて、日中の詩作が分離された壬午の年（一九四二年）以降の誌面か は、そ 以歬の融合した和氣藹々たる空氣が薄れ、どことなくぎこちないものを感じるようになるのも否定できない。
（
30）
淸末の日中間の知識人層における詩の應酬交流は、王寶平主編『中日詩
文交流集』 （ 『𣆶淸東游日記滙編』１、上海古籍出版社、二〇〇四年十月）に集められた詩文集によって よく窺うことが出來る。水越成章編『翰墨因緣』 （明治十七年［一八八四年］十二月刋）以下、十九種に乁ぶ相互交流の詩文集が收められている。その「歬言」とし 書かれている王寶平の「試論淸末中日詩文往來」によれば、始めに「文人詩文往來」の時期があり、やがてこれ 「外 官詩文往來」の時期が續 が、一八九四年の「甲午戰爭」 （日淸戦争）後は唱和の舞臺が中國に移り、兩國關係を反映して次第に低調になることを指摘する。日中間での漢詩唱酬の活動が空歬の盛況に逹したのは、黎庶昌が駐日公使など 身分 日本 滯在した時期（一八八一年～八四年 八七年～九〇年）にあることがわかる。
二四
（
31）
明治期の漢詩の流行とその作品については、神田喜一郞編『明治漢詩文
集』 （ 「明治文學全集」
62、筑擵書房、一九八三年八月）參照。
（
32）
若杉要駐華大使館參事官 （臨時代理大使） の廣田弘毅外相あて上申書「對
支文化事業改善案竝北平ニ于ケル文化事業振興案ニ關スル件」 （機密第六〇六號、昭和十年九月十九日付）の「改善方針」の項に見える。外務省文書『各國ノ團匪賠償金處分關係雜件／日本ノ態度』 （國立公文書館アジア歷史資料センター所藏、レファレンスコード：
B
05015129200 ） 。
（
33）
東方朔と侏儒の話は、 『漢書』卷六十五の東方朔傳に見える。 「斗⻝」は、
俸祿の少ないもの、 「千鍾」はそれが多いもののこと。 「一嘅」は、一槪と同じで、同じ基準を言う。
（
34）
庾信の「謝趙王賚米諬」 （ 『藝文類聚』卷七十二）を典故とする。 「監河」
は『荘子』外物に見える「監河侯」のことで、貧者に金品を貸し與える者のこと。
（
35）
顏眞卿「乞米帖」 （一名「與李太保書」 ）は、 『顏眞卿書法全集』卷二（天
津人民美術出版社、二〇〇九年八月）などに收錄。
（
36） 『雅言』の頒價は、創刋當初（一九四〇年）八角で始まり、これが二年續き、三年目（一九四二年）の壬午卷一から一元二角（こ 時から「內政部登記政字第肆號」の登記番號が入る） 、翌癸未卷一から二元 さらに癸未の卷五卷六の合併 から五元、最終年（一九四四年）の甲申（一九四四年）卷二には十元へと高騰した。
（
37）
この卷が出された直後に、傅增湘自身が病に倒れことは、 （一九四四年）
張元濟との書翰から推測できる。注（
24）所揭の拙論參照。 『雅言』甲申
卷二には、北海鏡淸齋での「上巳修禊」 （陽曆では三月二十六日）の詩も收錄されているので、その一
･
二か月後のことであったことが改めて確認
できる。また、そのほぼ一年後にやや小康を得たことは、 『許寶蘅日記』の丙戌（民國三十五年、一九四六年）の舊曆三月三日 四月四日）の条に、許寶蘅が張伯駒の邸宅（西牌樓大拐捧胡同）で行われた上巳 「修禊」の約に就いたところ、三十餘人の參加者に混じって「傅增湘七十五
晋生」の名が記錄されていることによって知ることができる。
（
38）
注（
24）所揭の拙論參照。
（
39） 『孟東野詩集』卷八（海源閣舊藏北宋刋遞修本、陶湘影印、大安一九六七年再影印刋行）所錄。
（
40）
稊園詩社については、魏洲平「迷失的稊園」 （ 『中華讀書報』一九九七年
十一月十九日、光明日報報業集団） 、許恪儒「稊園詩社憶舊」 （ 『北京文史資料』第五八輯、北京出版社）など參照。
（
41） 『雅言』壬午卷四、卷五、卷六と癸未卷五・六、卷九・十には、蟄園詩社で作られた「詩課」の作品が二百十數首收められている。
